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要約
日本経済の閉塞状況を打破すべく、最近、 Porter(1998)のクラスター理論が脚光を浴
びており、(地域)産業政策としても期待されている。
本稿では、イノベーションと産業クラスターの架橋へ向けて、集積の経済、産業の多様
性の形成要因を探るべく、人的資本、社会資本の影響を分析した。推定結果から、人的資
本は、製造業部門、商業部門、全産業部門で産業の多様性に影響を与えていることを確認
した。次に、社会資本だが、文教投資は、商業部門、狭義・広義サービス業部門で産業の
多様性に影響を与えていることを確認した。道路投資は、商業部門、広義サービス業部門
で‘産業の多様性に影響を与えていることを確認した。
解釈としては、製造業部門では、人的資本が研究開発に代表される知識外部性を要求さ
れる局面で活かされているものと考えられる。地域内インフラとしての道路投資は産業立
地で活かされていないので、地域間インフラとしての道路投資が産業立地で活かされてい
るものと推察される。そして、商業部門や広義サービス業部門では、人的資本、文教投資
が豊富な商品知識を要求される局面で活かされているものと考えられる。道路投資(地域
内インフラ)が幹線道路の整備を通じて、郊外化とロードサイドへの大規模商業施設の立
地を促進して、(都市圏全体として)産業の多様化をもたらしたものと考えられる。
1.はじめに
日本は、高度経済成長以来、リーディング・カ
ントリーのーっとして発展を遂げてきた。その発
展を支えてきたのは、知識・技術の水準の高さで
ある。そして、各時代におけるリーディング・イ
-東京都立大学大学院都市科学研究科(博士課程)
ンダストリー(特定の産業や製品)に対する時宜
を得たターゲット政策(産業政策)も重要な役割
をはたしてきた。しかし、日本経済は、アメリカ
合衆国で興った¥11'(情報技術)車命」の国際
的な潮流に乗り損なったことから、長期的な停滞
に陥っている。こうした停滞の要因について、原
田(1998)、池尾 (2001)は、日本の社会・経済シ
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ステムが、 1970年体制のままであり、このことが
今日の閉塞状況を招いたと主張している。同様に、
関 (1997)は、 1970年代初頭までに構築された地
域経済の産業構造が、今日にまで影響を与えてい
るということを指摘している。 Kameyama(2002) 
は、動学的外部効果の観点から、 1970年代の地域
特化、都市の多様性の程度が、今日の地域経済と
最も強く関係していることを示した。このように、
日本経済は、国レベル、地域レベルのどちらで見
ても、古い社会・経済システムにロックインをし
ているものと考えられる(注(1))。
このような国レベル、地域レベルの閉塞状・況を
打破すべく、最近、 Porter(1998)のクラスター
理論が脚光を浴びており、(地域)産業政策として
も期待されている。クラスター理論は、産業集積
のイノベーションの役割を強調して議論が組み立
てられており、この点が脚光を浴びる所以である。
しかし、金井 (2003)が指摘するように、イノベ
ーションと(産業)クラスターの関係は理論的(経
済学的)に十分な解明がなされていない。クラス
ター理論を(地域)産業政策として適用していく
ためには、イノベーションと産業クラスターの関
係を探る必要がある。
産業クラスターは、新しい空間経済学 (new
economic geography) と内生的成長理論
(endogenous growth theory)の枠組みにおける
イノベーションの場に相当するものと解釈できる。
藤田・ UFJ総研 (2003)によると、イノベーショ
ンの場は、支援サービス、公的支援を触媒として、
多数の企業や消費者の市場内外における相互作用
によって形成される。そして、イノベーションは、
知識外部性によって促進される。集積の経済、知
識外部性の形成において本質的に重要なのは、中
間財、最終財、公共財の多様性、人間、企業など
の経済主体の多様性である(総称して、都市の多
様性)。
このように、産業クラスター(イノベーション
の場)では、都市の多様性のはたす役割が重要で
ある。都市の多様性を媒介として、産業クラスタ
ーがイノベーションをもたらすことを理論的(経
済学的)に解明していくことが可能になると考え
られる。そして、(地域)産業政策としては、産
業クラスターにおける都市の多様性の形成要因を
探る必要がある。都市の多様性の形成要因として
は、支援サービス、公的政策が重要である。これ
らは、産業クラスター(産業集積)の地域特性を
特徴付けるものであり、本稿では、人的資本、社
会資本として扱っていくことにする。
本稿の目的は、イノベーションと産業クラスタ
ーの架橋に向けて、都市の多様性の形成要因とし
て、産業クラスター(産業集積)の地域特性を特
徴付ける人的資本、社会資本がどのような影響を
与えているのかを実証分析によって明らかにして
いくことである。
2.産業の多様性と産業クラスター
2. 1 クラスター理論とニつの経済理論
クラスター理論と二つの経済理論(新しい空間
経済学、内生的成長理論)は、イノベーションを
(地域)経済成長の鍵として理論を組み立ててお
り、同じ姐上にのせて議論ができる。藤田・ UFJ
総研 (2003)は、理論分析の観点から、イノベー
ションと産業クラスター(産業集積)について展
望を行なっている。以降では、クラスター理論と
二つの経済理論を簡単に説明する。そして、実証
分析の観点から、藤田・ UFJ総研 (2003)と同様
のトピックについて(簡単な)展望を行なってい
く。これによって、イノベーションと産業クラス
ターの架橋に向けて、なぜ都市の多様性の形成要
因を探る必要があるのかを明らかにする。
クラスター理論は、産業クラスターの定義に集
約されている。 Porter(1998)によると、産業ク
ラスターとは、「ある特定の分野に属し、相互に関
連した、企業と関連機関からなる地理的に近接し
た集団であり、共通の技術や技能を持って競争し
ながら連携している」集団である。産業クラスタ
ーの効果は、生産性の向上、イノベーションの誘
発、新事業展開である。産業クラスターを強める
要素は、要素条件、需要条件、企業戦略・競争環
境、関連産業・支援産業の4要素である。そのた
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め、産業クラスターで立地をともにすることに
よって、外部経済、様々な種類の企業間・産業聞
のスピルオーバーが発生する。そして、フェイス・
トゥ・フェイスコミュニケーション、個人や団体
のネットワークを通じた相互作用が働くことで、
部分の総和よりも大きい利益が発生するのである。
内生的成長理論は、イノベーションが持続的な
経済成長をもたらすということを理論的に示した
(Romer， 1986; Lucas， 1988)。そして、イノベー
ションにとって知識創造は不可欠であり、イノベ
ーションは知識外部性を通じて生じる。 Lucas
(1988)は、このような現象は都市においてこそ
興るものであり、都市における知識創造とイノベ
ーションの重要性を指摘している。都市経済学は、
伝統的に(知識外部性を通じて引き起こされる)
集積の経済を与件として扱ってきた。しかし、新
しい空間経済学は、集積の経済を内生化できるこ
とを理論的に示した CFujita，Krugman and 
Venables， 1999)。具体的には、中間財、最終財、
公共財の多様性、人間、企業などの経済主体の多
様性、個別主体レベルにおける規模の経済、(ヒ
ト・もの・金・情報などの広い意味での)輸送費
の相互作用によって集積の経済が決定される。そ
して、最近、二つの経済理論は、知識創造とイノ
ベーションを通じて相互乗り入れをするように
なっている (Fujitaand Thisse， 2002)。そして、
これらの枠組みでは、都市の多様性が重要な役割
をはたしている。図1は、このことを理解するた
めに、(特に)人間の多様性のはたす役割を図示
したものである。
このように共通の概念を通じて、クラスター理
論と二つの経済理論は、同じ舞台に降り立ったと
言うことができる。これらをまとめると、空間(都
市、産業集積、産業クラスター)において、知識
創造は、知識外部性を通じて集積の経済という(収
穫逓増)現象を引き起こし、その中でイノベー
ションが生じるということになる。
ところで、 Porter(1998)の産業クラスターの
定義では、特定の分野という規定がなされている
が、これは、企業城下町に代表される地域特化の
状態にある産業集積を想定したものではないと考
えられる。なぜならば、クラスター理論は、産業
集積のイノベーションの役割を強調して議論が組
み立てられている。そして、藤田・ UFJ総研 (2003)
にもあるように、イノベーションは知識集約型の
活動であり、このような活動にとって多様な知識
労働者の聞におけるヲェイス・トゥ・フェイスコ
ミュニケーションは不可欠であり、これに基づく
知識外部性が重要である。つまり、イノベーショ
ンは、本質的に都市の多様性を必要としているの
face-to-face 
知裁外部性
の増大一
資料・藤田・ UFJ総研 (2003)より引用
図1 人間の多様性を中心とするイノベーションの場の形成
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である。
近年、都市圏、産業集積(産業クラスター)を
分析対象の空間単位として、イノベーションと産
業集積(産業クラスター)における様々な課題の
周面を適宜切り取って実証分析が行なわれている。
これらの実証分析は、特許権 (patent)、従業者数、
GRPの伸び率などをイノベーションの(代理)
変数として、これらを規定する要因を産業集積(産
業クラスター)の地域特性や集積の経済(の生産
環境条件)に求めて分析を行なっている。規定要
因としては、 Audretcshand Feldman (1995) 
は地理的近接性など、 Simon(1998)は人的資本
など、 Feldmanand Audretsch (1999)はscienced-
based diversity 、specialization 、localized
competitionなど、 Fritschand Lukas (1999)は
R&D集約度など、 Adams(2002)は大学と産業の
間の知識波及などを用いている。また、実際の実
証分析は行なっていないが、宮田 (2001)はベン
チャーズ・インフラを規定要因としてあげている
(注 (2))。これらの実証分析は、産業集積(の地
域特性)→イノベーションという因果関係を想
定している。しかし、二つの経済理論の進展から、
産業集積とイノベーションの架橋としては、知識
外部性が重要であると考えられる。知識外部性は、
都市の多様性によって定量的に把握することがで
きる。そのため、産業集積(の地域特性)→都
市の多様性→イノベーションという因果関係を
想定していく必要があると考えられる。ところが、
都市の多様性→イノベーションという因果関係
を探った実証分析は散見できるが、産業集積(の
地域特性)→都市の多様性という因果関係を
探った実証分析はほとんどない。そこで、産業集
積(産業クラスター)における都市の多様性の形
成要因を探る必要があり、本稿では、都市の多様
性の形成要因として、産業クラスター(産業集積)
の地域特性を特徴付ける人的資本、社会資本がど
のような影響を与えているのかを実証分析によっ
て明らかにしていく。
ここで、現実に目を向けてみる。クラスター理
論を産業政策として取り入れたものが、経済産業
省の「産業クラスター計画」と文部科学省の「知
的クラスター事業」である。以降では、「産業クラ
スター計画」を取り上げて、産業クラスターの現
状を見ていく。
2. 2 産業クラスターの現状
表1は、経済産業省の「産業クラスター計画J
の19プロジェクトについて、プロジェクト別の企
業、関連機関(大学、研究機関、インキュベー
ション施設など)の現状をまとめたものである。
従来の産業政策は、ターゲット政策であったが、
「産業クラスター計画」は、むしろ地域特性を活
かすためのものであり、地域特性に応じた内容と
なっている。プロジェクトの対象地域は、 1部の
プロジェクトを除いて広範囲に及んでいる。この
ことから、産業クラスターの重要な構成要素であ
る地理的近接性に関して、問題を内包している可
能性がある。プロジェクトの対象産業は、 IT関
連産業、医療福祉関連産業、環境関連産業、機械
関連産業、バイオテクノロジ一関連産業を始めと
して、多岐に渡っている。このことから、いずれ
のプロジェクトでも地域特性を十分に活かしてい
けるものと思われる。
ところで、「地域産業活性化プロジェクトJは、
関東経済産業局が進めてきた先行事例 (1産業活
性化等プロジェクトJ)を引き継いだものである。
そのため、この地域 (TAMA : Technological 
Advanced Metropolitan Area)は、クラスター
としては既に一定の経験がある。古川 (2001)は、
TAMAの課題を三つあげている。要点をまとめ
ると、①特定の業種や分野への特化ではなく、多
様な業種や分野に対応できるように、産業クラス
ターを発展させていく必要がある。②IT革命や
産業クラスターの情報・技術を有効に活用し、変
化に対応し、変化をリードしていく企業の創造を
促すべく、産業クラスターのヨコのネットワーク
を強化して、意識的なシステムを構築していく必
要がある。③中小企業自身が産業クラスターの将
来性に展望を持ち、個々の企業と産業クラスタ
ーにとっての課題を考え、努力をしていく必要が
ある。
三つの課題のうち、①は、集積の経済における
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表1 産業クラスター計画の19プロジェク卜
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~一計画について(地域再生・産業集積計薗)Jをもとに作成
MAR (Marshall-Arrow-Romer)型の経済とJacobs
型の経済のどちらが重要であるかという議論であ
る。②は、連携・活用の接触手段(時間距離含む)
と新規のネットワークの開拓に関する議論である。
石倉 (2003)は、 TAMAと近畿の産業クラスターの
調査を行なっているが、これによると、 TAMA
と近畿の産業クラスターのどちらも、タテの連携
が強くヨコの連携が弱いことが示されており、依
然として、古川 (2001)の提示した課題は解決さ
れていないものと考えられる。③は、企業の意思
決定の議論であり、石倉 (2003)によると、どこ
に身を置くのか(物理的な「場所J)、産業クラス
ターをどう活かすのか (4要素の認識・活用の方
法)、産業クラスターをどう進化させるのか(継続
的な働きかけ)ということである。②③は、これ
まで、経済学が取り上げてこなかった課題である。
中小企業庁編 (2002)を始めとして、このような
課題に計量経済分析がなされるようになっており、
今後、積極的に取り上げていく必要がある。
②のタテの連携が強くヨコの連携が弱いという
ことは、産業クラスターという空間単位に限られ
たことではない。亀山 (2001)によると、日本の
都市発展は、地域特化、地域独占の影響が強くなっ
ており、地域競争の影響は弱いということが示さ
れている。そして、動学的外部効果の観点から、
知識波及の伝播形態を知識蓄積と知識波及の2段
階にわけると、知識蓄積は地域特化によって、ま
た、知識波及は地域独占によって進んでいるとい
うことが提示されている。石倉 (2003)のタテ連
携は、仕入先企業、販売先企業との関係であり、
これは、亀山 (2001)の地域独占に相当する。同
様に、ヨコ連携は、主に同業他社、異業種他社と
の関係であり、地域競争に相当する。つまり、垂
直的分業が強くなっているのである。このように、
日本の(地域経済的産業集積債業クラスター)
では、ヨコの繋がりが弱いことが示唆された。し
かし、このことは、産業集積の状態として、都市
の多様性が小さいということを意味しない。次章
では、このことを明らかにすべく、都市の多様性
の程度を測っていく。
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3.実証分析
3. 1 産業の多様性
近年、 Henderson(1997)、Durantonand Puga 
(2000)、Mori，Nishikimi and Smith (2002)、亀
山 (2001、2002)を始めとして、地域産業の従業
者数に基づき、都市の多様性の程度を測り、都市
の人口規模との関係を明らかにしようとする研究
が盛んである。しかし、これらの研究は、地域産
業の従業者数に基づいているので、産業の多様性
Cindustrial diversity)とする方が適当である。
今後は、産業の多様性とする。本稿では、 Henderson
(1997)、亀山 (2002)と同様にして、ハーシュマ
ン・ハーフィンダール指数 (HHI: Hirschman-
Herfindahl index)によって産業の多様性を算出
する。分析対象の空間単位は、産業クラスター計
画の対象地域ではなく、金本・徳岡 (2001)の都
市圏 (MEA:Metropolitan Employment Area) 
とする。産業クラスター計画の対象地域は暖昧で
あり、対象地域の特定に問題がある。また、産業
クラスター計画に則ると、製造業の分析に終始す
ることになるが、産業クラスターは、本質的には
製造業に限られたものではない。しかし、一つの
都市圏に存在(点在)する複数の産業集積(産業
クラスター)をまとめて把握したものとみなすと、
都市圏は経済活動の繋がりを通じて一体的である
空間単位なので、産業集積(産業クラスター)の
空間単位としては、妥当なものと考えられる。
次に、データの説明をする。『事業所・企業統
計調査』から、 1981年と1996年の2時点における
市町村別の産業中分類の従業者数を入手した。そ
して、金本・徳岡 (2001)の定義(1980年定義と
1995年定義)に基づいて、都市圏レベルに集計す
るとともに、以下の定義式によって、製造業部門、
商業部門、狭義・広義サービス業部門、全産業部
門の5つの産業部門別にHHIを算出した(注(3))。
HHli，t = L斗2 (1) 
Si.，は、 t時点における都市圏iの産業中分類の産
業jの従業者数が、当該都市圏iの当該産業部門
(全体)に占める比率である。 HHIは、 O云HHI"sl
であり、 Oに近づくほど多様性があり、 1に近づ
くほど多様性がないということになる。
表2は、 2時点における都市圏の産業部門別
HHIの順位をまとめたものである。 1部の産業部
門を除いて東京MEA、大阪MEA、名古屋MEA、
福岡MEAを始めとした中枢管理機能を有する都
市を中心都市とする都市圏 (MEA)が上位に位
置している。この傾向は、時間の進展にともない
商業部門、狭義・広義サービス業部門で顕著となっ
ている。 ここで、産業の多様性の変遺を探るた
めに、 2時点に渡って共通して存在する102MEA
について、産業部門別にスピアマンの順位相関係
数を算出した。係数値は、製造業部門0.832、商
業部門-0.387、狭義サービス業部門0.831、広義
サービス業部門0.142、全産業部門0.644となって
いる(注 (4))。製造業部門、狭義サービス業部
門では、その係数値が高いことから、産業の多様
性の順位は最近15年間においてほとんど変化を遂
げてこなかったことが示唆された。
Henderson， Kuncoro and Turner (1995)は、
アメリカの都市圏 (MA)を分析対象として、製
造業部門のHHIを算出している。変動係数によっ
て日本とアメリカの産業集積における産業の多様
性の程度を比較すると、日本は0.54(1972年)、
0.41 (1981年)、 0.40(1996年)であり、アメリ
カは0.67(1970年)、1.41(1987年)である(注
(5))。また、変動係数の変遅から、産業の多様性
は進展しており、その地域間格差も縮小している
ことが示唆される。このような傾向は、他の産業
部門でも同様であり、産業集積(産業クラスター)
において複数の産業立地(新規創造)が促進され
ているものと考えられる。日本の産業集積では、
産業の多様性は高い水準にあり、その地域間格差
は小さいことが示唆された。そして、このことは、
日本の産業集積(産業クラスター)の潜在能力の
高さを示していると考えられる。
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表2 都市圏の産業部門耳IjHHIの)1優位
1981年 1996年 叩B1年 1996年 1981年 1996年
MEA MEA ME MEA MEA 狭義サ EA 
名高古松E O，ONES 和歌山 0.07134 1 半田 0.15773 1 福高松 0.09590 宮崎 0.09300 長野 0.0曲目
11 0.07670 名高大古松匝里 0.075田 2 
新絵防大居版府垣浜 0.16170 
2 岡 0.09880 2 福井 0.09374 2 llH* 0.08507 
大阪 0.07731 0.07614 3 309 3 大阪 0.09957 3 沼津 0.09374 3 福島 0.08677 
岡山 0.07965 0.07785 4 0.16316 4 名古屋 川田3s 4 徳青山議 a師390 4 宇都宮 0.OB721 
東大分京 0082693 7 久留米 0.07898 5 0.16387 5 鹿児島 0.10167 5 。09411 5 目立 0.08134 
岡山 0.08084 e 出鳥l谷取 01  68428 9 6 新札渇幌 0.10189 6 静岡 0.0宮471 e 膏蒜 O.国m富山 0.0叩26 八代 0.08492 7 7 0.10199 7 長新野渇 0 .0945910 9 7 水戸 0.08663 宇都宮 O.曲146 循山 0.08547 8 四日市 0.16490 8 続車 0.10253 8 8 松:$ 0.08881 
豊橋 0.09320 静徳岡 0.08704 B 岩国 0.16490 9 金況 0.102師 9 東帯京広 O，SO9584E5  ' 静岡 0.08932 10 神前戸橋 0.09327 4 10 島 0.08704 ，。 今治 0.164抽 10 福井 0.10291 10 10 よ滋 0.08962 
1 1 宇都宮 0.08746 1 安崎 町田44 1 仙広台島 0103427 2 1 岩那覇国 O，DOB9皿9107 11 東盛京周 0.09011 
12 姫路 0.09387 12 東神大京戸壇 0.08901 12 伊努 0.16545 12 12 12 0.09015 
13 福静山 0.09422 13 0.08917 13 E岡 0.16578 13 岡山 0.10413 13 北見 0.09919 13 新渇 0.09040 
14 問。09441 14 0.09154 14 大牟掴 0.16669 14 松山 0.10511 14 札幌 0.0目34 14 仙台 0.0叩66
15 繍谷 0.09535 15 北九州 0.09187 15 津 山田82 15 旭豊川岡 0D1‘053回1 15 松江 0.09960 15 高松 0.0岨6816 上越 0.09594 16 大分 0.09216 16 舞石徳鶴巻山 0.16101 16 16 
水戸 0.09988 16 秋田 0.09093 
17 太牟田 0.09623 17 倉数 0.09272 17 0.16844 17 
東郡総福青B・京本山森 町 0604 17 富山士 0.09994 17 松江 0.09174 16 山形 0.09660 18 京都 0.09275 18 。.16923 16 0.10609 18 形 0.10028 18 宮崎 0.09193 19 いわき 0.09703 19 飯塚 0.09326 19 倉敢 0.1個個 19 0.1846 19 米子 0.100臼 19 富山 0.09230 
20 和歌山 0.09738 20 大a隣国 0.09334 2c 
水八甲呉代府戸 0.1岡田
20 0.10675 20 高松 0.10094 20 金坑 0.09232 
21 新甲渇府 0 .098019 2 21 鰻路 0.09601 21 .16991 21 0.10141 21 埠 0.10119 21 高崎 0.09248 22 22 
つ高前〈橋知lt 009614 22 0.17037 22 。‘10750
22 福岡 0.10138 22 岡崎 0.09269 
23 土浦 0.09822 23 .0779 23 0.17038 23 長野 0.10761 23 目立 0.10189 23 鶴岡 0.09271 
24 高大知 0.09845 24 0.09825 
245 舎岡埠崎若松 0o1-170458 1 24 静iIi岡 0.10765
24 苫小枝 0.10205 24 笹山 0.09326 
25 垣 0.09927 25 山形 0.09918 25 松 0.107回 25 岡崎町0209 25 山口 0.09330 
26 岩田 0.09957 26 岐足阜利 0.101時 26 宇都 0.17077 26 北見 0.10815 26 前橋 0.10247 26 福井 0.09330 
27 松松山眠 a0.1001213 6 27 0.10248 27 鶴岡山7142 27 高知 0.10自20 27 釧路 0.10258 27 北見 0.093回
26 26 行田 0.102同 26 和豊歌橋山 0.11151 28 山口 0.10872 28 福島 O咽10290 28 鳥取 0.09383 
29 四日市 0.10210 29 四日市 0.10337 29 0.17184 29 今治 0.10961 29 大阪 0.10311 29 富士且09392
30 秋田 0.10238 30 富長山岡 O0咽10360609 30 靖国 0.17206 30 釧路 0.1101目 30 靖国 0.10336 30 甲府 0.09393 
31 北九州 0.10277 31 31 北九州 0.17240 31 姫臨松本路江 0.11041 31 小田原 O冒10365 31 木.l!;傘 0.0942832 倉敷 0.10283 32 金岩沢 0.1061. 32 米上子越 01.172970 1 32 0，11056 32 
三条 0，10382 32 ，)、図原 0.09446 
33 長岡 O咽103回 33 国 0，10691 33 33 0.11067 33 長岡 0，10394 33 名古.. 0，09457 
34 徳島 0，10450 34 伊努 0，10819 34 佐賀 0，172師 34 山形 0，11072 34 仙台 0.1岡崎 34 前繍 0.09464 
35 盟国 0.10624 35 高岡山0856 35 米高下回況知 0，11323 35 軟高間 0.11153 35 福山 0.10403 35 
石巻 0，09473 
36 高福崎島 0.10123 36 い旭備わ本川き 0.10892 38 0.17345 36 崎 0.11159 36 
よ姐 0.10429 36 • 0，09480 
37 0.10756 37 0，10968 37 0，17369 37 回 0，111師 37 盛岡 山刷33 37 E屠 0，09514
36 郡佐山賀 a0108253 2 36 0.11032 36 い姫松わ山路き 0，17370 36 盛神防宮府岡戸崎 山 1185
36 松山 0.10435 38 帯血 0.09515 
39 39 
字高盛湾部岡崎 0.11168 
39 且17371 39 0，1211 39 姫路 0.10474 39 山形 0，09517 
40 臆遠本 山0.109726 40 87 40 0.17377 40 0，11221 40 高崎 0.1制制 40 様子 0，09555 
41 41 也11217 41 大分 0，17383 41 崎 0，11234 41 名古屋 0.105凹 41 姫路 0.09587 
42 福岡 0.10980 42 0.11327 42 佐章目世立蘭梶 0.173田 42 服替若崎 0，11239 42 甲府 0.10534 42 
部崩 0.09602 
43 沼海 0.11055 43 甲府 0.11427 43 0，17410 43 会津松 0.11285 43 鳥取 0.105日 43 四日市 0.09613 
44 問時 0，11066 44 山口 凪11486 44 0，17453 44 岡 0，112自由 44 旭川 0，10572 44 銚子 0.0師19
45 京都 0.11097 45 松新山港 O0，.1】155S4E 45 豊田 0.17473 45 米子乱11342 45 松本 0，10577 45 
大阪 0.09619 
48 半田 0，11223 48 46 桐生 0.17474 46 富山 0.11362 48 大分 0，10582 48 釧路 0.09652 
47 小田原 0.11237 47 佐賀生 0.11608 47 長E野利 0O1， 745目日
.， 久留米 0.11419 " 鶴間 0.10843 " 郡山 0.096回48 高岡 0.11320 48 桶仙 0.11645 48 宇3水E都E戸E 宮 0.11423 48 富山 0.10675 .置困 0.09676 
49 八代 0.11402 49 台 0.117~4 49 富弘士 0.17615 49 0.11477 49 豊田 0.10746 佐賀 0.09712 
50 久留米 0.11595 50 岡崎 0.11748 50 前 0.17620 50 0.11480 50 枇回 0.10762 50 広島 0.09716 
51 伊舷阜嘗 0.11664 51 i召埠 0.11808 51 
苫'1総福摘、小国井江Z島牧S 原 0.17636 
51 大分 0.11521 51 車神薗 0.1町田 51 縛戸 0.09742 
52 0.11668 52 岩見珂乱12084 52 0.17658 52 八戸 0.11525 52 戸 0.10715 52 浜松 0.09748 
" 仙台 0.11814 " 置回 0.12090 " 104 53 徳島 0.11545 53 広島 0.10795 53 苫小佐 0.09162 54 
下弘北処問前見jl a 1 809 
54 苫松小江牧 0.12138 " 0.17811 " 京都 0.11590 54 佐賀 0.10806 同 米沢 0.09768 55 0.1 16 55 0.12170 55 0.17852 55 和歌山 0.116曲 55 京都 0.10815 55 岩国 0.09804 
" 0.11941 " 富士 0.12172 " 0.17906 " 理由 0.11616 " 下閣 0.10819 " 松山 0.09811 57 0.11978 57 都防城府 0.12201 57 高崎 0.17931 57 
甲都佐帯府覇賀広 0.11647 
57 宇都富 山曲目 57 行図 0.09863 
" 宮盛崎岡 0.1202029 3 " 0.12264 " 縮太率田 0.17田2 " 73 " 函館 0.10853 " 長岡 0.09868 " " 松阪 0.12294 " 0.17941 " 0.11671 " 金沢 0.10814 " 総眠 0.09拙160 苫金小沢枇 0.1223師17 60 笹舞広山 0.12352 6{) )¥戸 0.17981 60 前帯橋 0.11向7曲。 60 浜松山08回 60 太田 0.09916 61 61 鶴島 0.12407 61 画館 0.17989 61 61 石巻 0.11000 61 量機 0.09930 
62 新居浜 0.12384 62 0.12409 62 青松梅本 0O.J1821010 7 62 徳山 0.11140 62 
高岡 0.11009 62 熊谷 0.09942 
回 会濠若松 0.12474 63 陸間 0.12423 63 63 四日市 0.11199 63 延岡 0.11049 63 量回 0.09953 
64 水戸 0.12415 64 敵国 0.12447 . 長崎町8111 64 璃郡 0，1回4 64 北九州 0.110田 64 )¥戸 0.09979
65 松江 0.12511 65 小福呉山井 0.12543 65 前福橋山 0也1E811596 65 
小山 0.11819 65 四日市 0.111剖 65 福岡 0.10009 
68 舞踊 0.12870 66 0.12635 66 66 佐世保也11842 68 防府 0.11156 66 いわき 0.10026 
87 桐生 0.13207 67 0.12709 67 憶執島 0.181制 67 延岡 0.11855 67 いわき 0.11回 87 大分 0.1回目
68 呉 0.13432 68 福熊谷岡 06.1274E8 7 68 回 0.18346 68 蹟早 0.11874 
. 松Jl!i 0.11170 6. 京錦 町田40
69 佐世保 0.13439 69 " 久帯富鱒留広谷岡米 0.18410 69 量橘 0.11913 69 和敬山 0.11181 69 三条 0.1曲目70 訴訟 0.13582 70 下関 0.12891 70 72 70 よ越 0.11951 70 土浦 0.11184 70 会i*若総 0.1曲目
71 松本 0.13587 71 
伊鹿水欝児戸崎島 0.12931 71 
0.18499 71 北九州 0.11971 71 厳阜 0.111田 71 高岡 0.100回
72 沖縄 0.137目 72 0.13064 72 0.18510 72 三条乱11993 72 鹿理島 0.11215 72 岡山 0.1∞73 
73 防府 0.13736 73 0.13175 73 土浦 0.18510 73 宇都 0.12012 73 J¥戸 0.11254 73 干畠 0.10079 
74 鶴札岡 0.13751 " 沖縄 0.132師 74 釧路 0.18586 74 長崎 0.12031 74 量揖 0.11273 " ヰL慢 0.1曲目75 幌 0.14079 75 童聞 0.13341 75 宮崎 0.18603 75 安擁 0.12031 75 院本 0.112師 75 翼剖 0.10107 
76 長広野島土 山...7 76 新文よ居村越提 0.13488 76 沼津 0.18621 " 木宣車 0.12075 76 半田 0.11304 76 刈谷 0.10253 77 0.14191 77 0.13583 77 
宇青冨浜山都山松海形宮 山師54
77 岩国 0.12曲1 77 大垣 0.11309 77 防府目
78 富山4456 78 0.13n4 78 0.18689 78 倉敷 0.121師 78 伊艶 0.11310 78 値阜 0.103回
79 長崎 0.148凹 79 郡山 0.137回 79 0.18771 79 弘前 0.12170 79 郡山 O.113~ 79 延岡 0.10402 
'0 米子 0.14864 
曲 会小北自浜津責園郡見総若原総 0.13867 
'0 0.18891 .0 下関 0.12202 80 梢生 0.11524 80 函館 0.10445 
81 末回 0.15084 81 i'a 0.13947 81 0.18944 81 太田 0.12205 81 米沢 0.11526 81 大垣 0‘10446 
82 鹿徳児山島 0.15147 82 INBJ. 0.''1060 82 神那覇 0.1白91 82 いわき 0.1220喧 82 長崎 0.11536 82 室蘭 0 
" 0.15589 83 IAa 0.14135 83 戸 0.1曲目 83 福島 0.12212 83 高知 0.11612 83 福山 0.10477 84 
足宇都安都圏城利 色15647
84 ~it:äm 0.14303 . 岡山 0.1回同 . 函館 0.12222 . 佐世保 0.11622 84 伊勢 。.10481
85 0. 711 間 松本 0，14609 85 鹿児島 0.192叫 85 E手 0.12223 85 青梅 0.11回7 .， 伊勢崎町0508
86 0.16068 
田 佐豊鶴弘篠世前橋阜岡嘩 0.1柑 29
86 京僻都 0.19204 86 都城 0.12228 . 沖縄 0.11778 •• 和敬山 0.10515 87 0.16163 81 Il. 486 87 岡 0.1930日 87 鳥取 0.12301 87 会津若松 0.11863 87 鹿児島 0.10649 . 帯広 0.16541 88 caml!: 0.15048 . 郡山 0.194曲 . J¥tt 0.12404 . 岡山 0.11954 
•• 
担JI 0.10110 
鳥取 0.16129 89 1I.!j!. 0.15051 旭11 0.19672 大垣 0.12410 摘替 0.12124 .岩E沖見縄幸沢 0.10117 
.0 右巷 0.11865 90 urm 0.15167 .0 盛岡 0.19736 .0 総匝 0.124回 .0 弘前 0.12200 90 0.10180 
91 米沢 0，18201 91 米子 0，155帥 91 長岡 0.2凹" 91 つ(It 0.12534 91 八代也12304 91 凪10842
92 自立 0，18461 92 
札那長福宮幌磁崎島 0.15669 
92 新北渇見 0.2凹77 92 新居浜 0.12515 92 京国 0.12420 92 つ栴弘〈前生iZ 0.1 0882 
93 函館 0.19036 93 144 93 0.20319 " 草原 0.12635 93 倉敷 0‘12453 93 0.10865 94 青梅 0.20014 94 0.151帥 . 沖縄 0.20310 94 員Ilt 0.1四回 94 新居渓 0.12454 . 0.10893 
95 E岡 0.20225 95 0.15160 95 
鍍金高札東阜幌京沢松 0.20191 
95 伊野 0.12614 95 尾和 0.12540 95 小長崎山 01.109012 4 
96 青福森井 0.21E2B053 6 96 0.16224 96 965 96 伊艶崎 0.12117 96 
今治 0.12621 96 
97 97 三安誠条 0.16340 97 0.21141 97 石巻 0.12134 97 久留米 0.12658 
" t名歯言E.1RF酬a rE腺. 車 山
96 今治 0.24245 9. 0.16445 96 0.21601 98 富士 0.12735 田 刈谷 0.121568 98 11m 0.10953 
99 鍛路 0，24294 99 長野 0.1同，. 99 0.21919 99 舞踊 0，12793 目鼻 0.12823 99 :lt:1Lfi 0.11021 
100 1¥戸 0.24631 1曲 三目原立 O0，1741640 7 100 広循聞島 0225628 0 
100 岩毘沢 0.12900 100 徳島 0.13080 1凹 0.11151
101 蒲郡 0，25943 101 101 101 室蘭 0.129叫 101 宇都 O咽1'3303 101 n* 0.11168 
102 三室条蘭 o0a27901415 7 102 今帯治 0.11710 102 大阪 0.22662 102 苫小娘 0.12991 1023 蒲安嫌郡 O。，咽13348325 
102 !i:1Ii 0.11342 
10' 10' 広且17828 1043 名仙古台屋 0且2327571 10' 曹爾 0.13133 
103 aa 0.11358 
104 刈谷 0.30056 104 干旗 0.18228 104 呉凪13223 1045 文舞牟鶴田 0a.1356313 2 104 o:. 0.11451 
105 量田 0.43490 105 太田 0，18406 105 三条 0.25001 10ゆ 大村 0.13313 105 下 0.11470
106 碧膏南轟 01.18454 1 10' 
銚子 0.13419 106 久倉呉留敷来 0.11413 
107 107 飯塚 0.13462 107 •• 0.11753 
108 八右戸巻 0山.16田82104 10喝 桐生 0.13468 
108 9.W~ 0.11155 
109 109 鶴岡 O咽13416 109 八代 。
110 木E埠且20407 110 米沢 0，13532 110 都蒲城 0.11921 
111 米沢白.20曲2 111 目立 0，13670 111 都 0.11942
112 函館 0.22601 112 行田 0.139115 112 新高苧居知締浜 0.12141 
113 出鳥l谷取 0D235731 4 2 113 大牟掴 0.14034 
113 Brl5-iA 0.12245 
114 114 西尾 0.14121 114 :!fM 0，12216 
115 酉釧眉路 凪24219 115 豊田 0.14145 115 飯揮 0.12378 
116 0.29032 116 沖縄 0，14328 116 4宇治 也12518
117 鏡子 O、41392 117 小田原 0.14694 117 大村 0.13514 
116 豊国 0.42713 118 千畠 0.1回目 118 大牟田 0.15357 
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表2のつづき
19B1年 山田年 1981年 1996隼
広義サ 日 広義サ MをA MEA 
1 徳山 0.04879 長野 0.03488 ' 埠 0.031町 1 名:1<古脹里 09024024 3 2 • 0.04908 2 高松 0.03528 2 和松敬原山 0.0田32302 2 3 苫鳥小取牧 0.0506ta 4 3 膏新大東轟潟阪京 0.03581 3 3 東車 0.02477 4 4 65 4 福山 O.回247 4 静福高岡松山 0.0剖師s 岩田 0田079 5 0.03663 5 園姫田路市 0032師70 5 0.02495 
e 福島 0.05158 a 0.03666 e e 0.02583 
7 長野 0.05168 7 金沢 0.03102 7 畿圏 0.03308 7 
宇神岡都戸山宮 0O.D025回8942 9 8 下関 0.05188 a 福岡 0.03704 a 倉量 0.03318 8 
9 松山 0.05211 9 仙台 0.03704 ' 福豊橋島 O0B.633323 8 9 .0 目立 0.05216 ，。 名広執古島回車 0.03713 0 .0 金沢 0.02616 1 北九州 0.05225 1 0.03761 1 甲府 0白羽7 1 和歌山 0.02619 
12 室大蘭 0.05244 12 。β3780 12 北九州 0.03345 12 山形 0.02回目
13 分 0.05259 13 札幌 0.03781 13 
静神東岡戸京 0O .B03335回75 9 
13 姫広路島 0.02703 
14 水米戸 0.052回 .4 総n: 0.03785 14 .4 0.02704 
15 15 埠 0.03798 15 15 般京.車都 0.02105 
" よ子鎗 同005回3田目 " 静盛岡岡 田os3s曲aots " 小いわ図原き 0a刷O3338伺4 1・ 0.02741 17 半松江田 0OB05347  17 17 17 0.02744 
18 18 松本 0.03821 18 沼埠 0.03410 18 富山 0.02751 
19 
審鵠
19 松釧路山 0凪.03a82a7 19 水岡富崎山戸 0，回419 19 高新峰渇 OOB，027回67 20 0 .053650 9 20 20 0.03433 20 21 21 指神弁戸 a回回舵目8。 21 0.03440 21 水戸 0.02784 22 0.05378 22 22 下闘 0.03455 22 沼埠 0.027自由
23 0.05388 23 岡水戸山 0曲田目85。3 23 街絵山居山形渓 0.03462 23 北松福九井山州 0o .m028回S0480 7 24 0.05388 24 24 0.03465 24 
25 函G.054叫 " 山口 0.03618 25 O.~ßg 25 26 循弁 0.054町 26 徳高富崎山 OOB，0338引902 28 大iI 0.03478 26 仙台 OD2剖127 
小いa舞大青Bわ田垣森敷鶴原き 0.05431 
27 27 長野 0.035師 27 
前倉甲橋府撤 O0 .B02Z8B454 6 3 28 0，05437 28 0.03913 28 半因 。03509 28 
29 0.05442 29 摺.. 0.03919 29 
宇前笹都橋山宮 0 .• 035416 3 
29 
30 0.05449 30 
字a徳旭山宮書児暗形川E島宮島 0.03922 
30 30 長岡 0.02師7
31 0.0剖制 31 0.03928 31 0.03544 31 園教長田野団市 0O.B02874 T 32 0.05517 32 0.03929 32 土高浦崎 0.凪os5a581 32 3J 呉 0.05519 3J 0.03935 33 33 0.02875 
34 畳岡緒図 。0.0肺553561 34 0.03959 
34 伊舞高薄徳11曲努級着島谷総 0.035・7 34 総徳山 0.02877 35 35 OD3司71 35 a. Q.03576 35 江 帥祖師36 験回 0.05557 36 長岡 0回975 36 •• 0.03592 36 
時陣自ZE出E器富
37 佐今治賀 OaDe55臼66 37 都覇 0.03987 37 1IiI:S- 0.03623 37 38 36 郡山 0.03988 38 iliD: 0.03824 3. 
39 延岡 0.05602 39 渓総 0回992 調書 0.03638 39 
40 熊本 0.05610 40 木~. 0.03994 40 岡大分山 aoOa3制e561 40 0.02915 41 神鶴m戸 aobO5620 5 41 北見 0.040冊 41 41 0.02916 42 42 米予 0.04015 42 京具48 0a周回回6828 42 0.02921 43 i.宮寄居住 0.05633 43 
姫大般前車分路機 O0oM刷制。0肘23柑8 0 S 
43 43 膏議山 0.02刷3
44 知 0.05641 44 44 高岡 0.03715 44 S岩~LlJ 0.02951 
45 崎 0.05646 45 45 45 園 0.02953
46 盛岡 0.05652 46 46 0.03729 46 久留米 0.029肝
1 
47 
姫防字富府部路士 0.05659 
47 上越府 0.04051 47 0.03734 47 
つ下脇〈谷関11 0a.DO0298伺B72  4. 73 4. 4' 0.03749 4. 
" 0.05701 49 事舟取 O01S倒40同69 49 0.03754 49 50 目.05111 '0 和福敬山山 0 .倒04010785 50 0.03758 50 高防稿岡府本 0.029回51 前富橋山 且.05718 51 51 0.03765 51 0.02996 
52 0.05718 52 佐賀 0.04123 52 事鳥荷縄取 aO田回7693 52 。岡田8
53 軍国 0.05723 53 岡崎 0.04134 53 53 E 刺鶴 0.03015 
54 福山 0.05732 刷 会埠若松 0.041-47 54 長岡 0.03曲。 '4 松.匝 Oa白回血国8 
5師5 金右書巻若松 0 .0悶57?3祖3 55 置困 0.04151 55 
佐字，高数JKa賀知鎗飾本図 0 田'13 
55 
" 東郵 0.041日 " 0.03830 " 話路
57 
佐情新長世崎侮潟保 。.05753
57 
八帯熊宕広本固戸 @ 刷117
57 .03831 57 
" 0 .057672 5 " 0.0489 58 0.03836 " 59 " a倒 201 " 0.03838 " 80 0.05799 60 0.04209 .0 0.03839 60 
61 伊努 0.05805 61 目立 0.04227 61 八代 0 .• 叫帽 61 0.03067 
62 山形 0.05811 82 傭谷 0.04235 82 大阪 0田制8 62 0.0抑制
83 
鹿郡帯児田広島 00M . 0558S84S26  B 
63 北九州 a刷'" 63 金提 0周回2 63 呉 0.03011
84 .下関 0.04252 64 
久佐鶴豊世留崎岡米保 a0。1田)3制839128 3 
64 鹿児島 0.0四回
s5 65 高岡 0.04257 .5 85 行図 0.03094 
86 "代 O.aSB86 . いEわ鎗き aOSM42682 0 包包 •• 山口 旬。国蝿87 弘前 0.05剖2 67 67 0.03922 67 小山 0.03098 . 
東量Z徳民京橋島俗 0.05894 
66 
四防舞長日鯖府舗市 0.042回
66 酒田 0.03933 .旭川 0.03115 
" 909 . 93 69 園館 0.03回自 69 佐賀 且.0311870 B0a.0s5s9319  70 0.04313 70 1金銭71 71 0.04314 71 0.04個572 
静松来本沢岡 O0OBD.05E59-9465 8 5 
72 
ゑ
72 。β4072
73 73 0.04322 73 0.04087 73 I&IiJl 0.03151 
74 74 0.D4334 74 0.04136 74 I/'EB/a 0.D3172 
75 高崎 0.06回2 75 0.04342 75 0.04148 75 iI:*I 0.03182 
76 1¥戸 0.06021 76 0.04344 78 。司副147 18 !I."II 0.Q321国
77 :t浦 0.0回21 77 0.04362 77 0.041町 77 ~a 0.03217 
7B 細川 0.06033 7B 0.044引 7B a刷179 7B .:ItJl 0.03224 
79 宇大都牟宮田 OOB，060回71 79 0.04425 79 0.04190 79 I~戸 0.03230
'0 .0 0.04425 .0 a倒 196 .0 街居渓 0.03236 
81 刈谷 0.06072 81 小山 0.04428 81 育様 。刷2伺 81 酒田 0.03237 
" 鋼生 0.06080 " 苫，)、敏 0削483 82 
広弘富領Z旭B前士参輯島川事 0 倒2田
82 八代 0.03240 
83 
2京高岡8都総山 0.06081 
83 
岩鶴E見岡沢 O0M044師87 83 
0.04228 83 
佐高浜綱世松隼知保 0.0324‘ &4 O0，.06801813 2 84 84 .04393 '4 72 
85 85 0.04494 85 0.04398 85 0，回目7
" 高 O.os209 " 富字士卸 aO45325 E . 0.04412 . 0.03332 s7 北安見城 0O.，OB2574 1 87 87 0.04432 87 今田治館 osmsa3羽59 . .倉呉敷 0.04&43 . 八戸 0.04判。 .
89 高岡 0.06282 89 0.04573 89 仙台 0.04碕 1 8. 弘前 0.03362 
.0 蒲金郡沢 O0D.O回63間15 90 来沢 0，叫s73 同 事幅広 0.0462・90 富士 a帥36591 91 つ弘〈前11 0OB.M457a 7 91 今~ 0.04642 91 苫a上小越揖牧 0O.D0回334叩曲70 92 ?.札留幌米 0O.0O8H3818 7 92 92 米目立軍 0aM倒8M曲3 92 93 93 .、悶車 。叫578 " 93 '4 太隈笹田 0 .0645214 2 '4 久留米 0β458・ . 札優 0.04個3 '4 
場火飯帯Ena，見牟都塚広皐図沢 O 回415" 95 鶴子 0.04回。 " 北見 O.削." 95 0.03422 
仙舗長広足岡台間島利 0106田.. 町2 
.三原 0.04632 . 太田 0.04111 . 0.0373 
" .， :>:図 。刷帥2 91 福青足沖嫡安間梅利縄郡城 a0 M倒 回帥g1 97 0.03478 . 0.06866 棟皐 0.04612 . . 0.03494 0.06890 .E奪 0.04102 " 0.04941 0.03503 100 0.06951 1回 調布郡 0倒 70' 1伺 0.05142 1田 畳鶴三省繍岡原巻 0.03530 
101 名餓沖三:1<古縄条阜阪車 0.07128 101 稲三伊子居a条鈴a 浜 0.04113 
101 0.05955 101 1
2 si5". 1剖却 2 .:~ :叫74' 102 0.06166 102 0.03548 
103 1Ii. 0.07410 103 fiitR 0.04165 103 =.iI 0.06111 103 0.03516 
104 WM 0.01585 104 T. 0.04192 10・刈替 0.11650 1045 伊千欝慮崎 0。.周035回961 
105 2!i 0.09241 105 抑l谷 0.G4796 105 量由 0.14189 
106 八代 0.04799 10< 目立 0.03曲目
107 伊島崎 0.046¥0 可01 '‘取。.03615
10' •• 0.04838 10. 大村 0.03719 
10. 
2畑醐E誌2 同 山
. 三島 0.03師7
110 。04935 110 沖縄 0.04103 
111 0.04941 111 米沢 0.04321 
112 0.04996 112 
3盛銚安k子繊期園 a刷回2113 0.05043 113 
O0 .，0岡'臼田12田7 3 114 0.05136 114 
115 塚 0.05144 115 
116 酉大尾村 0 .0852434  116 ;1谷 0.01011
117 117 百尾 0.01140 
1同 大牟国 OD師団 11. 豊田 0.11665 
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3. 2 推定式の特定化
日本の産業集積(産業クラスター)では、ヨコ
の繋がりは弱いのだが、産業の多様性は高い水準
にあることが示唆された。(地域)産業政策の観
点から、産業の多様性の形成要因としては、支援
サービス、公的政策が重要である。これらは、産
業クラスター(産業集積)の地域特性を特徴付け
るものであるが、具体的には、専門特化した企業
(産業)同士の聞を埋める労働力(労働市場プー
リング)の役割、関連機関(大学、研究機関、イ
ンキュベーション施設など)など、インフラ整備
の進展を通じて産業立地を促進する役割として捉
えることができる(注 (6))。これらは、人的資本、
社会資本として扱っていくことで、定量的な把握
が可能となる。そして、産業の多様性の形成に人
的資本、社会資本がどのような影響を与えている
のかを検証する。以下では、推定式を特定する。
完全競争市場では、企業の生産関数は収穫一定
と仮定する。企業の生産関数を都市産業の生産関
数に集計すると、外部経済の存在によって生産関
数は収穫逓増になると仮定する。 t期における i
地域のシフトタームをA"、資本ストックをK"、
労働力をL"とすると、都市産業の生産関数は、
F，(・)=F" (A"，K"，L，)となる。シフトターム
A"に注目すると、社会資本 G..の影響を考慮す
る場合、 A"(・)=A"(0，，)と特定される。また、
Glaeser， Kallal， Scheinkman and Shleifer (1992)、
Henderson， Kuncoro and Turner (1995)、Kameyama
(2002)では、 A，(・)= Anational，" A_"と特定さ
れ、さらに、 A_，=A申叩幽叫" A伽叫tと特定さ
れる。いずれも生産性を上昇させる要因である。
本稿の目的は、産業の多様性の形成要因として、
産業クラスター(産業集積)の地域特性を特徴付
ける人的資本、社会資本がどのような影響を与え
ているのかを実証分析によって明らかにしていく
ことである。ここで、被説明変数を産業部門別の
HHI， ，、説明変数を人的資本HUMANCAPITAL"、
社会資本SOCIALCAPITAL"とすると、推定式は、
対数線形によって以下のように特定される。そし
て、期待される符号条件は、いずれも負である。
なお、 μμ は誤差項である。
lnHHI，=α。+α，lnHUMANCAPITALμ
+α2 lnSOCIALCAPIT AL，.+μμ(2) 
ここで、説明変数のデータの説明をしておく。人
的資本は、深尾・岳 (2000)の都道府県データを
按分して都市圏データとしたものを利用する。な
お、深尾・岳 (2000)の人的資本のデータは、就
業者の学歴別・性別構成に中卒以下男子労働者の
賃金を 1に標準化した学歴別・性別相対賃金指数
を掛けて算出している(注 (7))。社会資本は、文
教投資(ストック)EDUCATION"と道路投資(ス
トック)ROAD"を代表的に取り上げて分析する
ことにする。文教投資(ストック)と道路投資(ストッ
ク)は、『日本の社会資本一世代を超えるストッ
クー jの都道府県別主要部門別社会資本ストック
のデータを按分して都市圏データとしたものを利
用する。文教投資(ストック)は、学校施設・学
術施設、社会教育施設・社会体育施設・文化施設
の建築費、設備費などに基づいたものである。所
謂「はこもの」としての公共投資を積み上げたも
のであるので、関連機関(大学、研究機関、イン
キュベーション施設など)に相当するものと考え
られる。つまり、人的資本の形成に必要な「場」
としての意味があるものと考えられる。道路投資
(ストック)は、インフラ整備の進展を通じて産
業立地を促進する効果を持つものと考えられる。
道路投資(ストック)は、地域内投資と地域間投
資を区別して分析する必要がある。中里 (2001)
は、交通インフラについて、地域内インフラと地
域間インフラを区別して、地域経済c1人あたり
GRP)の成長にどのような影響を与えているの
かを分析している。この背景にあるのは、 Martin
and Rogers (1995)、Fujita， Krugman and 
Venables (1999)である。しかし、都市圏デー
タとして、地域内インフラと地域間インフラを区
別するためには、市町村別データが必要となる。
本稿では、道路投資(ストック)を文教投資(ス
トック)と同様に、地域内インフラとして分析を
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行なった。
3. 3 推定結果
推定結果は、表3にまとめである。まず、 1981
年の推定結果を見てみる。人的資本は、製造業部
門、全産業部門で有意に影響を与えており、負の
符号条件も満たしている。これらの産業部門では、
産業の多様性の形成に人的資本が影響を与えてい
ると推察される。文教投資は、商業部門、広義サ
ービス業部門で有意に影響を与えているが、負の
符号条件を満たしていない。道路投資は、商業部
門、狭義サービス業部門で有意に影響を与えてお
り、狭義サービス業部門は負の符合条件も満たし
ている。狭義サービス業部門では、産業の多様性
の形成に道路投資が影響を与えていると推察され
る。ただし、商業部門以外の産業部門では、 F値
が有意水準にあるとはいえ、決定係数が低くなっ
ており、数%-10%台の変動を説明したに過ぎな
いという付帯条件がつく。
次に、 1996年の推定結果を見てみる。人的資本
は、製造業部門、商業部門、広義サービス業部門、
全産業部門で有意に影響を与えており、負の符号
条件も満たしている。これらの産業部門では、産
業の多様性の形成に人的資本が影響を与えている
と推察される。文教投資は、商業部門、狭義・広
義サービス業部門で有意に影響を与えており、負
の符号条件を満たしている。これらの産業部門で
は、産業の多様性の形成に文教投資が影響を与え
ていると推察される。道路投資は、商業部門、狭
義・広義サービス業部門で有意に影響を与えてお
り、負の符号条件も満たしている。これらの産業
部門では、産業の多様性の形成に道路投資が影響
を与えていると推察される。ただし、商業部門、
広義サービス業部門以外の産業部門では、 F値が
有意水準にあるとはいえ、決定係数が低くなって
おり、 1981年と同様で、付帯条件がつく。
1996年の推定結果に基づいて解釈を加えると、
製造業部門では、人的資本は研究開発に代表され
る知識外部性を要求される局面で活かされている
が、一方で、文教投資は研究開発に代表される知
識外部性を要求される局面で活かされていないも
のと考えられる。地域内インフラとしての道路投
資は産業立地で活かされていないので、地域間イ
ンフラとしての道路投資が産業立地で活かされて
いるものと推察される。そして、商業部門や広義
(狭義)サービス業部門では、人的資本、文教投
資は豊富な商品知識を要求される局面で活かされ
ているものと考えられる。道路投資(地域内イン
フラ)は幹線道路の整備を通じて、郊外化とロー
ドサイドへの大規模商業施設の立地を促進して、
(都市圏全体として)産業の多様化をもたらした
ものと考えられる。しかし、商業部門などを除い
て決定係数が低くなっており、産業の多様性の形
成は他の要因によって説明される必要がある。特
に、製造業部門は、産業クラスターの中心的な役
割をはたすことが期待されており、有効な(地域)
産業政策を提示していくためにも、産業の多様性
の形成に強く影響を与えているものが何であるか
を探っていく必要がある。
最後に、 1981年と1996年の2時点のデータをプ
ールした分析結果を見てみる。なお、 TDMμ で
与えられている変数は、時間ダミーである。商業
部門と広義サービス業部門において、決定係数が
大幅に高くなっている。単年の横断面分析の結果
と比べると、狭義サービス業部門を除き、いずれ
の産業部門でも人的資本が有意に符号条件を満た
している。そのため、人的資本が長期に渡って産
業の多様性の形成に影響を与えていると推察され
る。
4.おわりに
本稿では、イノベーションと産業クラスターの
架橋へ向けて、集積の経済、産業の多様性の形成
要因を探るべく、人的資本、社会資本の影響を分
析した。
推定結果の要点を整理しておく。人的資本は、
製造業部門、商業部門、広義サービス業部門、全
産業部門で産業の多様性に影響を与えていること
を確認した。次に、社会資本だが、文教投資は、
商業部門、狭義・広義サービス業部門で産業の多
様性に影響を与えていることを確認した。道路投
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表3 推定結果
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資は、商業部門、広義サービス業部門で産業の多
様性に影響を与えていることを確認した。そこで、
(産業部門別の)解釈としては、製造業部門では、
人的資本が研究開発に代表される知識外部性を要
求される局面で活かされているものと考えられる。
地域内インフラとしての道路投資は産業立地で活
かされていないので、地域間インフラとしての道
路投資が産業立地で活かされているものと推察さ
れる。商業部門や狭義・広義サービス業部門では、
人的資本、文教投資が豊富な商品知識を要求され
る局面で活かされているものと考えられる。道路
投資(地域内インフラ)が幹線道路の整備を通じ
て、郊外化とロードサイドへの大規模商業施設の
立地を促進して、(都市圏全体として)産業の多様
性の上昇をもたらしたものと考えられる。
政策的含意として、以下のことをあげておく。
商業部門、広義サービス業 0996年)を除いて当
て骸まりが悪かった。特に、製造業部門では、産
業の多様性の形成に人的資本は影響を与えている
が、文教投資、道路投資は影響を与えていない。
この点は、改善していく必要がある。産業クラス
ターで、は、関連機関(大学、研究機関、インキュ
ベーション施設など)のはたす役割が重要で、ある。
文教投資が十分であるのなら、共同研究、共同開
発を行なって(ヨコの連携を強化して)いく必要
がある。しかし、文教投資が十分でないのなら、
関連機関の整備を行なって(ヨコの連携を強化し
て)いく必要がある。そして、道路投資は、前述
したように、地域間インフラとしての意味が重要
である。一方で、商業部門では、道路投資は、地
域内インフラとしての意味が重要である。そのた
め、地域経済の産業集積の状-況に応じて、道路投
資の意味を決めていく必要があると考える。また、
狭義・広義サービス業部門では、産業の多様性の
形成に人的資本は影響を与えていない。 IT革命
の進展は、情報関連産業の発展をもたらした。近
年、このような動きに対処できる人材が求められ
ており、人的資本を高めていく必要があると考え
る。
最後に、今後の課題をあげておく。集積の経済、
産業の多様性の形成要因を探るうえでは、以下の
三つのことが重要である。第1に、産業クラスタ
ーでは、産学連携が重要であることから、人的資
本・文教投資について、大学、研究機関との関係
を取り入れて分析を行なう必要がある。第2に、
産業クラスターでは、地理的近接性が重要である
ので、道路投資について、地域内インフラと地域
間インフラを区別して分析を行なう必要がある。
このことは、政策的合意からも要求される課題で
ある。第3に、連携・活用の接触手段(時間距離
含む)と新規のネットワークの開拓に関する議論、
企業の意思決定の議論などを取り入れていく必要
がある。そして、最終的には、これらの課題を統
合していくことは興味深い課題である。
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?
1)藤田・久武(1999)は、集積の経済の持つ正およ
び負のロックイン効果について、理論的な説明を
行なっている。
2)宮田 (2001)によると、ベンチャーズ・インフラ
とは、起業しようとする技術者を助けるパートナー
(技術の理解できる経営・財務担当者)、ベンチャー
キャピタル投資会社、エンジェル(個人投資家)、
技術や特許のわかる弁護士・会計士を総称したも
のであり、これらがまわりに存在している必要が
ある。
3) 5つの産業部門の定義は、亀山 (2002)を参照の
こと。
4)広義サービス業以外は、いずれも有意水準1%で
有意な関係にある。
5) 1972年の日本の係数値は、都市圏の中心都市につ
亀山:集積の経済、産業の多様性の源泉としての人的資本・社会資本の影響 105 
いてのものである。
6)産業組織のあり方が影響していることも考えられ
る。
7)都道府県別の人的資本データの推定方法は、深尾・
岳 (2∞0)を参照のこと。
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Por吋te町r乍“Cαlus叫te町rTheory" is recent1y in the spot1ight. We would expect 
“Industrial Cluster" as industrial or regional policy to recover from long recession 
in Japan. 
In this paper， we investigate the effect of human and social capital investments 
on the factors of formation for industrial diversity to bridge between innovation 
and “Industrial Cluster". Results of estimations revealed that human capital 
investments have much influence on the formation of industrial diversity in the 
sectors like manufacturing industry， commerce and al industries. As to social 
capital investments， those to education and road have much effect on the formation 
of industrial diversity in the sectors like commerce and service industries. 
These results will show the following possibilities; in the sector of manufactur-
ing industries， human capital investments will be effective in taking knowledge 
externalities like R&D behavior and road investment not intra-regions but to inter-
regions may be effective in promoting the location of establishments. In the sector 
of commercial and service industries， human capital and education investments will 
strongly influence in requiring affluent knowledge of merchandise and service and 
road investment to intra-regions will promote to locate large-scale stores on the 
road-side. And final1y， these movements have caused high degree of industrial 
diversity in the metropolitan areas. 
